
米の安定供給と持続可能な米生産の実現を求める意見書 

 

近年、我が国の米を取り巻く環境は、急激な価格変動や需給の変化、生産資材価格の

高騰、農業従事者の高齢化・減少など、厳しい状況にあります。特に、令和５年産米流

通の不足やインバウンドによる需要増を契機として米価が上昇した一方、その後の供給

量の増加や政府備蓄米の放出等により市場環境は大きく変化し、生産者や集荷・流通事

業者、消費者にも不安が広がっています。 

米は、国民の食生活を支える基幹的な農産物であるとともに、食料安全保障、水田の

維持、農村環境や地域社会の維持にも重要な役割を果たしています。そのため、短期的

な米価の変動だけを捉えるのではなく、農業者が将来にわたり安心して米を生産し、再

生産可能な所得を確保できる持続可能な農業経営を実現することが重要です。 

また、政府備蓄米については、食料安全保障の観点から適切な水準を確保し、放出後

の計画的な回復を図る必要があります。さらに、需給・価格等の情報を的確に把握・提

供するとともに、国内需要の拡大、輸出促進、担い手の確保・育成などを進め、米の安

定供給と持続可能な生産体制を構築することが求められます。 

よって、国におかれては、米農家が将来にわたり生産を継続できる環境を整え、我が

国の食料安全保障と米の安定供給を確保するため、必要な施策を講じるよう強く要望し

ます。 

記 

 

１ 米農家が再生産可能な所得を確保できるよう、経営所得安定対策等を充実するとと

もに、生産コストを適切に反映できる価格形成を推進すること。 

 

２ 政府備蓄米について、食料安全保障の観点から適切な備蓄水準を確保し、放出後の

備蓄を早期かつ計画的に回復すること。 

 

３ 米の国内需要の拡大に向け、学校給食等での国産米の活用、米粉・加工用米等の需

要創出、輸出促進等の取組を強化すること。 
 

４ ミニマムアクセス米について、国際的な約束を踏まえ適切に運用するとともに、国

産米を中心とした安定的な備蓄体制を確保すること。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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